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思
い
返
せ
ば
、1
月
下
旬
に
、武
漢
市
で
の
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
が
伝
え
ら
れ
た

当
初
、政
府
の
説
明
も
楽
観
論
が
主
で
、2
月

中
頃
ま
で
は
、大
型
ク
ル
ー
ズ
船
で
の
集
団
感
染

が
話
題
の
中
心
で
し
た
。私
は
、1
月
30
日
に
、

玉
木
代
表
と
と
も
に
党
を
代
表
し
て
、指

定
感
染
症
の
政
令
施
行
の
前
倒
し
な
ど
の

緊
急
申
し
入
れ
を
菅
官
房
長
官
に
対
し
て

行
い
ま
し
た
。そ
の
後
、水
際
対
策
が
失
敗
に

終
わ
り
、感
染
経
路
が
不
明
な
感
染
者
が
増
え

る
中
、早
い
段
階
か
ら
野
党
が
そ
の
適
用
を
訴

え
て
き
た
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
特
別
措
置
法

を
改
正
し
て
、全
国
を
対
象
に
緊
急
事
態
宣
言

を
、政
府
が
発
出
し
た
の
は
4
月
7
日
の
こ
と

で
し
た
。

　
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
特
措
法
は
、2
0
0
9

年
の
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
世
界
的
流
行
時

に
、法
的
根
拠
が
未
整
備
な
た
め
に
混
乱
し
た

教
訓
を
踏
ま
え
、新
た
な
感
染
症
に
備
え
て
民

主
党
政
権
で
制
定
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　
早
い
段
階
か
ら
野
党
が
具
体
的
な
提
案
を

し
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、水
際
対
策
の
強

化
、イ
ン
フ
ル
特
措
法
の
適
用
、Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
拡

充
、マ
ス
ク
不
足
へ
の
対
応
、何
も
か
も
が
後
手

後
手
と
な
り
、政
府
の
対
応
が
遅
れ
た
こ
と
に

は
悔
い
が
残
り
ま
す
。

　
緊
急
事
態
宣
言
に
と
も
な
う
外
出
自
粛
や

休
業
要
請
に
よ
る
経
済
への
影
響
は
深
刻
で
す
。

ウ
イ
ル
ス
は
人
を
殺
し
ま
す
が
、経
済
不
況
は

よ
り
多
く
の
人
を
死
に
追
い
や
る
恐
れ
が
あ
り

ま
す
。国
民
民
主
党
は
、他
党
に
先
駆
け

て
、①
個
人
事
業
主
を
含
む
中
小
企
業
・

小
規
模
事
業
者
の
事
業
継
続
支
援
の
た

め
の
10
兆
円
の
減
収
補
償
、②
全
て
の
国

民
に
一
人
10
万
円
を
給
付
す
る
10
兆
円
の

生
活
保
障
、③
期
間
限
定
で
消
費
税
を

5
％
と
す
る
10
兆
円
の
家
計
応
援
減
税
を

柱
と
す
る
総
額
30
兆
円
規
模
の「
家
計
第

一
」の
緊
急
経
済
対
策
を
決
定
し
、同
時

に
、金
融
機
関
の
債
務
、消
費
税
を
含
め

た
納
税
、社
会
保
険
料
、公
共
料
金
の
猶

予
を
行
う
こ
と
で
手
元
の
運
転
資
金
を

確
保
す
る
こ
と
を
訴
え
ま
し
た
。

　
政
府
は
、減
収
世
帯
へ
の
30
万
円
給
付
を
撤

回
し
、全
国
民
への一律
10
万
円
給
付
す
る
こ
と

を
決
め
ま
し
た
が
、一
度
、閣
議
決
定
し
た
補
正

予
算
案
を
組
み
替
え
た
の
は
前
代
未
聞
の
こ
と

で
す
。緊
急
経
済
対
策
で
は
、一
律
10
万
円
給
付

以
外
に
も
、持
続
化
給
付
金
の
要
件
緩
和
、

雇
用
調
整
助
成
金
の
日
額
上
限
の
引
き

上
げ
、休
業
手
当
を
も
ら
え
な
い
労
働
者

に
対
す
る
給
付
の
し
く
み
、家
賃
支
援
、

学
生
支
援
、ひ
と
り
親
世
帯
へ
の
支
援
、

地
方
創
生
臨
時
交
付
金
の
増
額
な
ど
野

党
の
提
案
が
次
々
と
政
府
の
案
に
も
取

り
入
れ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
5
月
25
日
、政
府
は
緊
急
事
態
宣
言
を
全

面
解
除
し
ま
し
た
。海
外
の
よ
う
に
ロ
ッ
ク
ダ
ウ

ン
と
い
っ
た
強
制
的
な
措
置
を
と
る
こ
と
な

く
、医
療
崩
壊
を
招
か
ず
、他
の
国
に
比
し
て

死
亡
者
の
数
を
抑
え
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
、

ひ
と
え
に
不
自
由
な
生
活
を
強
い
ら
れ
た
国

民
の
忍
耐
や
医
療
従
事
者
の
献
身
的
な
努
力

の
結
果
で
す
。そ
こ
に
は
、日
本
人
の
真
面
目
さ

が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　
カ
ミ
ュ
の「
ペ
ス
ト
」と
い
う
小
説
に「
ペ
ス
ト

と
戦
う
唯
一
の
方
法
は
、誠
実
さ
と
い
う

こ
と
で
す
」と
い
う
台
詞
が
で
て
き
ま
す
。こ
こ

で
言
う「
誠
実
さ
」と
は
、各
自
が
い
ま
自
分

に
で
き
る
こ
と
は
何
か
を
考
え
、そ
れ
を

誠
実
に
実
行
す
る
こ
と
を
意
味
し
ま
す
。

ま
さ
に
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
と
の
戦
い
に
も
あ

て
は
ま
る
と
思
い
ま
す
。

　
翻
っ
て
、今
の
政
権
は
誠
実
と
言
え
る
の
で

し
ょ
う
か
。森
友
学
園
を
め
ぐ
る
財
務
省
の
文

書
改
ざ
ん
問
題
で
、第
三
者
委
員
会
に
よ
る
再

調
査
を
求
め
る
活
動
に
30
万
人
を
超
え
る
署
名

が
集
ま
り
ま
し
た
。さ
ら
に
、検
察
庁
法
改
正
案

に
反
対
す
る
ツ
イ
ー
ト
は
7
0
0
万
件
を
超
え

ま
し
た
。こ
れ
は
政
権
の
不
誠
実
さ
に
対
す
る

国
民
の
不
信
の
表
れ
だ
と
思
い
ま
す
。

　
こ
の
点
、コ
ロ
ナ
危
機
は
、政
治
へ
の
参
画
に

変
化
を
与
え
た
と
の
指
摘
が
あ
り
ま
す
。ポ
ス

ト
コ
ロ
ナ
の
世
界
で
は
経
済
、社
会
、民
主
主
義

の
あ
り
方
が
大
き
く
変
質
す
る
可
能
性
が
あ
り

ま
す
。地
方
分
権
、テ
レ
ワ
ー
ク
、オ
ン
ラ
イ
ン
授

業
、遠
隔
診
療
の
推
進
な
ど
I
T
の
活
用
、「
9

月
入
学
」の
検
討
、行
き
過
ぎ
た
グ
ロ
ー
バ
リ
ズム
、

東
京
一
極
集
中
、経
済
的
格
差
を
是
正
す
る
こ

と
な
ど
我
々
は
こ
の
国
の
あ
り
方
を
見
直
す
転

換
期
に
あ
る
と
考
え
る
べき
で
す
。

　
治
療
薬
や
ワ
ク
チ
ン
開
発
の
め
ど
が
立
た
な

い
中
、感
染
拡
大
の「
第
2
波
」も
懸
念
さ
れ
、

ウ
イ
ル
ス
と
の
戦
い
は
長
期
戦
が
予
想
さ
れ
ま

す
。経
済
へ
の
影
響
も
今
後
さ
ら
に
拡
大
し
、回

復
に
も
相
当
な
時
間
を
要
す
る
も
の
と
思
わ

れ
ま
す
。

　
東
日
本
大
震
災
の
時
に
は
、国
会
の
会
期
を

大
幅
に
延
長
し
て
通
年
国
会
と
し
、補
正
予
算

は
4
次
ま
で
編
成
し
ま
し
た
。会
期
を
延
長

す
る
こ
と
な
く
国
会
を
閉
会
し
た
の
は
無

責
任
で
す
。原
発
事
故
の
よ
う
に
、国
会

に
コ
ロ
ナ
対
応
の
検
証
委
員
会
を
設
置
し

て
、こ
れ
ま
で
の
対
応
を
検
証
し
、第
2

波
に
備
え
る
と
と
も
に
、ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
の

経
済
社
会
の
あ
り
方
に
つ
い
て
与
野
党
で

議
論
す
べ
き
で
す
。

「ペストと戦う唯一の方法は、誠実さということです」
初
動
の
遅
れ

政
府
の
誠
実
さ
と
国
民
の
信
頼

ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
の
社
会

緊
急
経
済
対
策

新型コロナウイルス特 集

との

カミュ「ペスト」より
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法人で最大200万円、
個人事業主で最大100万円を給付（条件あり）

持続化給付金事業コールセンター
0120-115-570

（独）中小企業基盤整備機構
企画部生産性革命推進事業室
03-6459-0866

学校等休業助成金・支援金、
雇用調整助成金コールセンター
0120-60-3999

ハローワーク
労働局

経済産業省
中小企業向け補助金・支援サイト

経済産業省　中小企業相談窓口
0570-783-183

特別定額給付金コールセンター
0120-260020

住居確保給付金相談コールセンター
0120-23-5572

お住まいの市区町村または
日本年金機構
最寄りの年金事務所

お住まいの市区町村にお問い合わせください

お住まいの市区町村に
お問い合わせください

「ひとり親世帯臨時特別給付金」
コールセンター　0120-400-903／
お住まいの市区町村

ご利用の電話事業者へ
お問い合わせ下さい

日本学生支援機構　奨学金相談センター
0570-666-301

総務省
NHK受信料の支払いに関する相談窓口

日本学生支援機構
「新型コロナウイルスに係る災害支援金」
03-6743-3185

日本学生支援機構
「第二種奨学金（海外）の応急採用の募集」
03-6743-6040

文部科学省　高等教育局学生・留学生課

個人向け緊急小口資金・総合支援資金相談
コールセンター　0120-46-1999
お住まいの地域の社会福祉協議会

総務省
電話・インターネットの料金について

国税庁　所轄の税務署
各自治体

準備中

個人向け緊急小口資金・
総合支援資金相談コールセンター
0120-46-1999
お住まいの地域の社会福祉協議会

コロナ特別対応型　上限100万円。
事業再開枠　上限50万円、
特例事業者　50万円上乗せ（※共同申請可能）

1人1日最大で8,330円を給付
→4月1日以降の休暇については15,000円

1人1日定額4,100円を給付
→4月1日以降の休暇については7,500円

1人1日最大で8,330円を給付
→4月1日から9月30日までの期間を1日でも含む賃金締切
期間については15,000円、学生のアルバイトも対象になる

一定の売上減少要件を満たす事業者に
中小企業等　最大600万円
個人事業者等　最大300万円

実質無利子・無担保措置が最大5年間

1人10万円を給付

最大20万円を無利子で貸付

2人以上世帯で月20万円以内、
単身世帯で月15万円以内を3カ月まで無利子で貸付

中小企業の労働者に 休業前賃金の
80%（月額上限33万円）を休業実績に応じて支給

原則3カ月、最大9カ月、家賃相当額を
自治体から家主に支給（支給要件、上限あり）

子ども1人あたり1万円増額
（公務員以外は手続き不要）

児童扶養手当受給世帯等に1世帯5万円、
第2子以降1人につき3万円を給付。
収入が減少した世帯にはさらに1世帯あたり5万円を給付

1年間納税を猶予

国民年金保険料を免除または猶予

国民健康保険料を減免または猶予

介護保険料を減免または猶予

相談窓口で相談

一定期間支払いを猶予

一定期間返還を猶予

10万円を支給

貸与（上限あり）

大学生等に1人あたり20万円（住民税非課税世帯）、
10万円（上記以外）を支給

最大20万円を無利子で貸付

25才以下で一定の条件を満たす学生・生徒に、
超過分の無償化等の措置を実施

家計が急変した学生等への無利子・有利子奨学金。
学校の種類や自宅・自宅外で上限あり

授業料・入学金の免除/減額
+給付型奨学金の支給

売り上げが減少したら

事業改善に向けた補助を
受けたいときに

子どもがいる従業員のために

子どもがいるフリーランスのために

従業員に休業してもらうために

家賃の支払いに困ったら

融資を受けたいときに

家計への支援

失業等で生活費に困ったら

住居を失うおそれが生じたら

税金の支払いに困ったら

国民年金保険料の支払いに困ったら

国民健康保険料の支払いに困ったら

介護保険料の支払いに困ったら

子育て世帯で家計が苦しい

NHKの受信料の支払いに困ったら

携帯電話料金の支払いに困ったら

大学等の授業料の支払いに困ったら

奨学金の返還に困ったら

日本人留学生が急な帰国で困ったら

日本人留学生が留学生活で
影響を受けたら

アルバイトを失い生活費に困ったら

オンライン授業で携帯電話の
通信容量超過で困ったら

休業手当を受け取ることが
できなかったら

持続化給付金

持続化補助金

小学校休業等対応助成金

小学校休業等対応支援金

家賃支援給付金

無利子・無担保融資

特別定額給付金（給付）

緊急小口資金（貸付）

総合支援資金（貸付）

住居確保給付金（給付）

国税・地方税の納税の猶予

国民年金保険料の
免除・支払い猶予

国民健康保険料の
減免・支払い猶予

介護保険料の
減免・支払い猶予

子育て世帯への
臨時特別給付金

受信料の
支払延滞・負担軽減等

高等教育の
修学支援新制度

貸与型奨学金

奨学金返還期限猶予に
係る臨時対応

JASSO災害支援金

JASSO第二種奨学金

学生支援緊急給付金

緊急小口資金

携帯電話の通信容量
超過分の無償化等

料金の支払い猶予

低所得のひとり親世帯への
臨時特別給付金

新型コロナウイルス
感染症対応休業支援金

雇用調整助成金の
特例措置

※問合せ電話番号の記載がないものはQRコードの詳細ページ内でご確認ください。
※2020年6月18日現在。上記の一覧は支援の一部です。他情報や最新情報は所管官庁の
ウェブサイト等をご覧ください。

※詳しくはこちらを
　ご覧ください

※詳しくはこちらを
　ご覧ください

おおにし健介

おおにし健介

事
業
主
向
け

個
人
向
け

学
生
向
け

新型コロナウイルス感染症対策の支援相談窓口

こくみん民主
うさみみアワー

けんすけタイムズ＆
おにけん応援団はコチラから

私は、党の国民運動局長として、ニコニコ生放送、YouTubeライブで
ネット放送番組「こくみん民主 うさみみアワー」を担当しています。
毎週水曜日の19時から70分間の放送、私は隔週でアンカーマン
を務めています。ぜひ、ご覧下さい。

私が街頭等でお配りしている政策ビラ「けんすけ
タイムズ」は、ＱＲコードからご覧いただけます。
あわせて、おにけん応援団へのご登録もお願い
いたします。検索うさみみアワー

大西健介衆議院議員
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予
算
委
員
会
は
、テ
レ
ビ
中
継
も
行

わ
れ
る
国
会
審
議
の「
花
形
」で
、総
理

大
臣
に
直
接
質
問
が
で
き
る
限
ら
れ
た

機
会
で
す
。し
た
が
っ
て
、希
望
す
れ
ば

誰
で
も
委
員
に
な
れ
る
訳
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。立
憲
・
国
民
民
主
等
で
つ
く
る
共

同
会
派
の
委
員
割
当
も
13
名
と
席
は
限

ら
れ
て
お
り
、前
原
誠
司
、辻
元
清
美
、

馬
淵
澄
夫
と
い
っ
た
経
験
豊
か
な
論
客

が
名
前
を
連
ね
て
い
ま
す
。ち
な
み
に
、

私
は
、予
算
委
員
会
の「
レ
ギ
ュ
ラ
ー
」で

あ
り
、民
進
党
で
は
、長
妻
筆
頭
理
事
の

下
、次
席
理
事
も
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

通
常
国
会
で
は
、国
会
中
継
3
回
を

含
む
7
回
の
質
問
に
立
ち
、新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
、習
近
平
国
家

主
席
国
賓
訪
日
、北
方
領
土
問
題
、

北
朝
鮮
問
題
な
ど
様
々
な
問
題
に
つ
い

て
質
問 

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

予
算
委
員
会

1

予
算
や
決
算
の
審
議
で
は
、分
科
会
と

い
っ
て
所
管
省
庁
ご
と
に
審
査
を
行
い
ま

す
。慣
例
で
、分
科
会
で
は
、地
元
の
個
別

具
体
的
な
事
業
を
と
り
あ
げ
て
も
よ
い

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

4
月
6
日
の
決
算
行
政
監
視
委
員
会

第
4
分
科
会（
国
土
交
通
省
所
管
）で

は
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大

に
対
す
る
経
済
対
策
の
一
環
と
し
て
の

自
動
車
重
量
税
の「
当
分
の
間
税
率
」の

廃
止
や
高
速
道
路
料
金
の
定
額
化
、ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
工
法
に
よ
る
既
存
住
宅
の

屋
根
瓦
の
改
修
工
事
の
補
助
や
シ
ャ

モ
ッ
ト
の
公
共
工
事
で
の
活
用
な
ど

地
場
産
業
で
あ
る
瓦
産
業
の
振
興
、名

鉄
知
立
駅
付
近
立

体
交
差
事
業
に
あ

わ
せ
た
駅
周
辺
の

土
地
区
画
整
理
事

業
の
推
進
や
ホ
ー

ム
ド
ア
の
設
置
、

刈
谷
ス
マ
ー
ト
Ｉ

Ｃ
の
整
備
促
進
等

に
つ
い
て
質
問
し

ま
し
た
。

決
算
行
政
監
視

委
員
会 

第
4
分
科
会

5

黒
川
東
京
高
検
検
事
長
の
定
年
延
長

問
題
に
つ
い
て
は
、5
月
に
な
っ
て
、国
会

で
審
議
中
の
検
察
庁
法
改
正
に
反
対
す

る
ツ
イ
ッ
タ
ー
投
稿
が
小
泉
今
日
子
さ

ん
ら
芸
能
人
を
含
め
て
爆
発
的
に
広
が

り
注
目
を
集
め
ま
し
た
が
、私
は
、2
月

28
日
の
予
算
委
員
会
と
3
月
10
日
の
法

務
委
員
会
で
こ
の
問
題
に
つ
い
て
質
問

し
て
い
ま
す
。

検
察
官
は
準
司
法
官
で
あ
る
た
め
、

国
家
公
務
員
法
の
適
用
除
外
で
あ
り
、

過
去
に
検
察
官
の
勤
務
延
長
を
行
っ
た

例
は
一
度
も
あ
り
ま
せ
ん
。検
察
に
は
、

検
察
官
一
体
の
原
則
と
い
う
の
が
あ
り
、

特
定
の
人
で
な
け
れ
ば
職
務
を
遂
行
で

き
な
い
こ
と
は
な
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

に
も
か
か
わ
ら
ず
、「
官
邸
の
用
心
棒
」

と
呼
ば
れ
る
黒
川
氏
を
法
律
の
解
釈
を

変
更
し
て
ま
で
勤
務
延
長
さ
せ
た
背
景

に
は
、黒
川
氏
を
検
察
ト
ッ
プ
の
検
事

総
長
に
据
え
よ
う
と
い
う
意
図
が
あ
っ
た

の
で
は
な
い
か
と
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、安
倍
政
権
は
、検
察
人
事
へ

の
介
入
を
後
づ
け
で
正
当
化
す
る
か
の

よ
う
に
、一
般
の
国
家
公
務
員
の
定
年
延

長
の
法
律
に
検
察
庁
法
改
正
を
紛
れ
こ

ま
せ
て
強
行
し
よ
う
と
し
ま
し
た
。総
理

大
臣
さ
え
逮
捕
で
き
る
権
限
を
持
つ
検

察
の
人
事
に
政
治
の
介
入
を
許
せ
ば
、

自
主
独
立
の
立
場
で
職
責
を
果
た
す
こ

と
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

黒
川
氏
の
賭
け
麻
雀
に
よ
る
辞
職
に

よ
り
、法
改
正
は
先
送
り
と
な
り
ま
し

た
が
、検
察
人
事
へ
の
政
治
介
入
と
い
う

問
題
の
本
質
が
解
決
し
た
訳
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。ま
た
、人
事
院
の
懲
戒
処
分
の

指
針
に
照
ら
し
て
も
軽
す
ぎ
る
訓
告
と

い
う
処
分
は
と
て
も
納
得
で
き
る
も
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。さ
ら
に
、検
察
の
権

威
を
傷
つ
け
た
人
物
を「
重
大
か
つ
複

雑
困
難
事
件
へ
の
対
応
の
た
め
」、「
余
人

を
も
っ
て
代
え
が
た
い
」と
し
て 

勤
務
延

長
さ
せ
た
政
府
の
責
任
は
問
わ
れ
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

6
月
8
日
、共
同
会
派
を
代
表
し
て
、2

次
補
正
の
本
会
議
代
表
質
問
を
行
い
ま
し

た
。補
正
予
算
の
項
目
を
見
る
と
、雇
用
調

整
助
成
金
の
拡
充
、家
賃
支
援
、ひ
と
り
親

世
帯
支
援
、地
方
創
生
臨
時
交
付
金
の
拡

充
、予
備
費
を
活
用
し
た
学
生
支
援
、医
療

従
事
者
等
へ
の
慰
労
金
の
支
給
な
ど
我
々

が
先
ん
じ
て
提
案
し
て
き
た
こ
と
が
盛
り

込
ま
れ
て
い
ま
す
が
、 
そ
の
ほ
と
ん
ど
は
1

次
補
正
の
審
議
の
際
に
既
に
言
っ
て
い
た
こ

と
で
あ
り
、遅
す
ぎ
ま
す
。ま
た
、事
業
規
模

1
1
7
兆
円
と
い
っ
て
い
ま
す
が
、国
費
支

出
は
32
兆
円
に
過
ぎ
ず
、し
か
も
、う
ち
10

兆
円
は
予
備
費
で
す
。野
党
の
求
め
で
、5

兆
円
分
に
つ
い
て
は一
応
の
使
途
を
示
し
た

も
の
の
、使
途
に
つ
い
て
国
会
の
審
議
を
経

る
必
要
の
な
い
巨
額
の
予
算
を
白
紙
委
任

す
る
の
は
議
会
の
自
殺
行
為
で
す
。

さ
ら
に
、持
続
化
給
付
金
や「
G
o 

T
o

キ
ャ
ン
ペー
ン
」の
巨
額
の
事
務
委
託
費
の

官
民
癒
着
の「
中
抜
き
」構
造
は
悪
質
極
ま

り
な
く
、税
の
ム
ダ
遣
い
を
な
く
し
、1
円

で
も
多
く
困
っ
て
い
る
事
業
者
の
た
め
に
使

う
べ
き
で
す
。そ
ん
な
中
、政
府
が
好
き
放

題
に
使
え
る「
つ
か
み
金
」を
渡
し
て
、国
会

を
閉
じ
る
な
ど
言
語
道
断
で
す
。

質
問
で
は
、コ
ロ
ナ
対
応
の
混
乱
に
乗

じ
、中
国
が一
国
二
制
度
の
下
で
の
香
港
の

自
由
で
開
か
れ
た
体
制
を
脅
か
し
て
い
る

こ
と
や
中
国
公
船
が
尖
閣
周
辺
で
領
海
侵

入
や
日
本
漁
船
の
追
尾
を
繰
り
返
し
て
い

る
こ
と
に
対
し
て
も
総
理
の
見
解
を
求
め

ま
し
た
。

本
会
議
代
表
質
問

4

検
察
官
定
年
延
長
問
題

3

4
月
28
日
の
委
員
会
で
は
、主
に
雇

用
調
整
助
成
金
に
つ
い
て
質
問
し
、申
請

手
続
き
が
煩
雑
で 

支
給
が
遅
れ
て
い
る
こ

と
、不
正
請
求
に
関
す
る
重
い
連
帯
責

任
が
社
労
士
に
課
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
つ

い
て
改
善
を
求
め
る
と
と
も
に
、日
額

8
，3
3
0
円
を
引
き
上
げ
る
よ
う
強
く

求
め
ま
し
た
。

ま
た
、雇
用
を
維
持
し
て
休
業
手
当
を

支
払
う
よ
り
失
業
手
当
を
も
ら
う
方
が

早
い
と
い
う
動
き
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
、

東
日
本
大
震
災
の
時
に
実
施
し
た「
み
な

し
失
業
」の
よ
う
に
、事
業
者
が
申
請
し

な
い
場
合
に
も
労
働
者
が
休
業
手
当
を

も
ら
え
る
し
く
み
を
設
け
る
よ
う
提
案
し

ま
し
た
。

私
の
提
案
は
、与
党
側
か
ら
も
賛
同

が
あ
り
、2
次
補
正
の
中
で
実
現
し
ま

し
た
。

雇
用
調
整

助
成
金
の
拡
充

2

私と外務省2
　私は、参議院事務局からの出向で、99年から1年
間、外務省北東アジア課で勤務しました。ちなみに、
当時の課長は、後に、外務事務次官、駐米大使を務
めた佐々江賢一郎氏、直属の上司の韓国班長は、現
在、自民党衆議院議員の城内実さんでした。
　「ア北」（アジア局北東アジア課の通称）は、拉致問
題や北のミサイル発射などを抱え、当時から省内きっ
ての多忙な部署でしたが、防衛省や海上保安庁の制
服組や警察からの出向者などもいて、梁山泊のよう
な雰囲気があり、仕事の上でも貴重な経験を積むことができ、鍛えられま
した。たった一年間でしたが、当時の山本一太政務官（現群馬県知事）に
同行して鹿児島の拉致家族のもとを訪ねたことや小渕総理と金鍾泌総
理の両者を代表に済州島で開催された日韓閣僚懇談会の準備から本番
のロジまで担当したことは強く印象に残っています。　
　当時は、98年10月に小渕総理と金大中大統領の間で結ばれた日韓共
同宣言の下、日韓関係が最も進展した時期でした。韓国側には、「三金」
（金鍾泌、金泳三、金大中）と呼ばれる日本語を話せる世代の有力政治家
の影響力が残っており、日本側にも、日韓議員連盟（竹下派）、日韓親善
協会（三塚派）、日韓協力委員会（中曽根派）といった派閥ごとの日韓の
パイプが機能しており、日韓関係も様々な課題はあっても緊密でした。そ
れに比べて、昨今の両国のギクシャクした関係は、残念な気がします。
　その後、私は、2000年4月から2年間、ワシントンD.C.の日本大使館の議
会班で二等書記官として勤務しました。米国は、議会が大統領府（ホワイト
ハウス）に比肩する強大なパワーを持っています。議会の動きを常にフォ
ローして、議会独自のルールや慣例も注視しつつ、上下両院の議員や議会

スタッフにアプローチすることは、大使館にとってもたいへん重要です。大
使が上院議員と面会するような時には、私も陪席しますが、ヒラリー・クリ
ントン上院議員のオーラは強く印象に残っています。また、現在、民主党の
大統領候補となっているバイデン氏も当時は上院議員として活躍してい
ました。
　赴任した年には、ちょうど2000年大統領選挙が行われ、共和党のブッ
シュ氏が民主党のゴア副大統領を破り、政権交代が起きました。フロリダ
州で再集計が行われた歴史に残る大統領選挙でしたが、この時受けた
印象が私を政治の道に向かわせる一つの動機となりました。
　外務省では、国際会議や要人往来の諸準備、後方支援業務を「ロジ」
（ロジスティクスの略）と呼びます。私も若手職員として様々なロジを経験し
ましたが、小泉首相の初訪米の際、ホワイトハウスに隣接するブレアハウス
のロジ室に詰めたのは、よい思い出です。当時、小泉首相がロジ室の職
員と撮って下さった記念写真が残っていますが、写真には、官房副長官
として同行していた安倍首相も写っています。まさか、20年後、予算委員
会で対峙することになるとは…。
　もう一つ私が在米大使館にいた時の忘れられない事件は、9.11同時
多発テロです。事件の起こった時、私は、訪米中の山口壯衆議院議員の
お供で米国議会議事堂内での議会スタッフとの朝食会に出席していまし
た。国防総省（ペンタゴン）から立ち上る煙は今も目に焼きついています。
後日、池田行彦元外相とペンタゴンの現場を訪れました。米国が直接の
攻撃を受けたのは、真珠湾以来のことで、米国民にとっては大きな
衝撃でした。まさにテロとの戦争であり、あの時、直に感じた雰囲気
は忘れることはできません。2017年には、予算委員会理事として、
ワシントン、ニューヨークを訪問し、グランドゼロを訪れました。

外務委員会1
　私は、初当選以来10年間、ほぼ一貫して厚生労働委員会に所属してきまし
たが、通常国会からは外務委員会の野党筆頭理事を引き受けることになりま
した。委員会の運営は、理事会及び理事懇談会の与野党間の協議に基づいて
行われますが、実質的には、与野党の筆頭理事の間の協議によって決まります。
外務委員会の理事の割り当ては、自民5名、立国社2名、公明1名で、共産や維
新はオブザーバーという構成で、与党筆頭理事が元防衛大臣の岩屋毅先生、
野党の筆頭が私です。党内では、政務調査会の外交部会長も兼務しています。

　私は、通常国会では外務委員会で4回質問を行いました。条約の内容
についての質問以外にも、新型コロナウイルス感染症の問題に関連して、
日本からの渡航者・日本人に対する入国制限等、国境封鎖や国際便の欠
航で帰国が困難になっている日本人への支援、帰国者に対するＰＣＲ検
査及び交通手段や2週間待機場所の確保、クルーズ船の管轄権に関する
国際的ルールづくり、経済活動の再開にともなう入国制限の一部緩和に
向けた検討、海外の邦人への特別定額給付金10万円の支給、コロナ危機
で財務的に困難に陥ったり割安となった企業への外国企業の投資の制
限、ＷＨＯ総会への台湾のオブザーバー参加などについて質問しました。

議員連盟3
　国会には、様々な議員連盟（通称、ギレン）があります。私が関わっているも
のでも、例えば、特定の政策の推進のための過労死防止議連のような議連
や業界団体とのパイプとなる税理士議連やタクシー議連のような議連、変
わったところでは、落語議連、相撲議連などなど様々な目的で結成される議
連がありますが、その代表的なカテゴリーに海外の国との友好親善を目的と
する議連があります。私が入会している主だった超党派議連は、台湾との間
の日華議員懇談会、日韓議員連盟、日豪議員連盟などです。日韓議連では
幹事・未来委員会委員長、日豪議連では事務局次長を務めています。
　私は、外務省北東アジア課に勤務した経験から、初当選以来、日韓議員連盟
に入会していますが、日韓議連は、自民党から共産党まで超党派の約300名の
議員が所属する最大の議連の一つです。毎年、東京とソウルで交互に総会が開
催されますが、総会では、テーマごとに委員会に分かれて両国の議員が議論
し、共同声明案をとりまとめます。私は、未来委員会の委員長を務めています。

　また、議連で出会った京畿道アンソン（安城）市選出の金學容議員
（2020年4月落選）とは10年近く交流し、そのご縁で、安城七夕まつりで、
アンソン市のナムサダン（男寺党）が綱渡りや舞踊を披露してくれました。
　私も、左派で反日色の強い現在の文政権には問題が
多いと感じています。
　一方で、東アジアには、中国という人口や国
土の規模でも強大な共産主義国家と我が国
にミサイルを向け、核を保有する独裁国家、北
朝鮮が存在する以上、ともに日米同盟、韓米
同盟を有し、民主主義や自由主義経済という
価値を共有する日韓両国が緊密に連携すること
は、東アジアの平和と安定にとって不可欠だと考え
ています。

コロナ禍に
新しい答えを提案

休業手当
家賃支援

医療従事者等

　 への慰労金

雇用調整助成金

学生支援

俳優の菅原文太さんは「政治の役割は二つあります。一つは
国民を飢えさせないこと。…もう一つは、これはもっとも大事
です、絶対に戦争をしないこと」という言葉を残しています。
そして、ピーター・ドラッカーは「戦争は、外交の失敗以外の
何物でもない。」と述べています。外交政策が国政において
重要なのは言うまでもありません。

政治と外交

小泉元総理訪米時の記念写真、向かって左から2番目が私

李 洛淵（イ・ナギョン）前首相と


